
本資料について

• 本資料は2016年度中越防災安全推進機構主催「防災教
育コーディネーター養成塾」第２回で使用した講義スラ
イドを公開用に編集したものです。

• 本資料に記載の内容は、筆者の個人的な見解であり、組
織の意見を代表するものではありません。

• 本資料に記載の内容の転載、再配布は使用者の責任にお
いて行ってください。

• 講義スライドの内容を補足するための「講義録追補版」
も公開しています。講義スライドだけでは内容を理解す
ることが難しいため、講義メモも併せてダウンロードし
てご確認いただくことをお勧めします。

• その他、ご不明な点やご要望、詳細な解説が必要な場合
は『防災教育普及協会』にお問い合わせください。
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本資料について

• 講義部分は『防災教育プログラム開発の基礎知識』
として、過去に行った講義の内容を中心に、アイス
ブレイク教材等を追加しつつ再構成しています。

• 防災教育コーディネーター養成塾第２回午後に行わ
れた「防災学習プログラムづくり」のワークショッ
プに筆者も参加しました。コーディネーターとして
意識すること、先生や管理職の要望を受けてプログ
ラムをつくる時のコツ、実際に筆者がプログラム案
を作成する時に使ったメモや提案書を掲載していま
す。すぐにご覧になりたい方はこちら→
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宮﨑賢哉(社会福祉士・ボランティアコーディネーター)
一般社団法人防災教育普及協会 事務局長

第3回国連防災世界会議防災教育日本連絡会 事務局次長(兼務)
災害救援ボランティア推進委員会 主任(兼務)

効果的な防災訓練と防災啓発(ShakeOut)提唱会議 事務局次長(兼務)

2017年2月26日(日)
防災教育コーディネーター養成塾 第2回



話題：学習指導要領改定案のポイント

教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまでの
我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、 子供た
ちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確
実に育成。その際、子供たちに求められる資質・能
力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開か
れた教育課程」を重視。

知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の
育成のバランスを重視する現行学習指導要領の枠組
みや教育内容を維持した上で、知識の理解の質をさ
らに高め、確かな学力を育成。

先行する特別教科化など道徳教育の充実や体験活動
の重視、体育・健康に関する指導の充実により、豊
かな心や健やかな体を育成。

42017.02.14 文部科学省「幼稚園教育要領、小・中学校学習指導要領等の改訂のポイント」

http://search.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seqNo=0000154963


話題：学習指導要領改定案のポイント

全ての教科等を①知識及び技能、②思考力、判断
力、表現力等、③学びに向かい合う力、人間性等の
３つの柱で再整理。

▶『何のために学ぶのか？』

「アクティブ・ラーニング」の表現は記載されず
「主体的・対話的で深い学び」に。

▶ 定義が不明確な用語の使用を避ける

▶ 従前の学習方法を踏襲しながら改善を促す
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本日の講義内容

• 本日の学習テーマの確認

• 防災教育教材を使ったアイスブレイク

• 学校、家庭、地域における防災教育実践のコツ

～地域における防災教育の実践に関する手引き～

• プログラム開発手法の基礎知識

• 効果的な防災教育教材の活用、教材紹介

• 地域における防災教育実践スタートアップ例

• 防災ゲームDay2017inそなエリア東京(7/２)
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養成塾到達目標の確認

•学校教育に対しての理解と知識を身
につけ、さまざまな関係者と信頼関
係を築きながら、お互いの立場が尊
重でき、子どもたちの「生きる力」
を育むことに対して、自分の可能な
範囲でできることを考え、積極的に
関わる意欲を持つ人材。

（になれたと皆さん自身が思えること）
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学習テーマの確認

以下の点について学ぶことを意識してください。

□ “自分の可能な範囲”の知り方、気付き方

□ “関係者と信頼関係を築く”ための心構え

□ “相手の立場を尊重した”防災教育実践の考え方

□ プログラム開発手法の基礎知識

□ 代表的な防災教育教材、プログラム
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□自分の可能な範囲の知り方、気付き方

シンプルなワークショップ

で自分の「知識・技能」を
確認しよう。
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アイスブレイク解説１

NPO法人高齢者住まいる研究会（防災教育チャレン
ジプラン実践団体）による教材『まちのBOSAIマス
ター』を使ってアイスブレイクを行います。

① ６人程度の班を作り、自己紹介してください。

② カードを裏返して机にバラバラに置きます。

③ 今日に一番誕生日が近い人を探し、その人から時
計回りに「神経衰弱」をします。当たったらもう
一度挑戦できます。失敗したら次の人へ！

④ 「災害カード」が出たら場のカードをみんなで
シャッフルし、次の人へ！

⑤ 時間になるか全て終わるまで繰り返します。
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アイスブレイクのようす
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（参考）まちのBOSAIマスター
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https://youtu.be/Sz-Wm6w8WIg



アイスブレイク解説２

【コーディネーター養成塾特別ルール！】

・神経衰弱で当たった人は、カードの意味、必要性

を”小学校６年生が分かるよう簡潔に”説明します。

班の人からOKが出れば合格です！誰かからNGが

出たり、分からない場合は、元に戻し次の人へ。

・誰も分からないカードは脇に置いてください。

・全て終わってしまったら、一番カードをたくさん

当てた人（同数の場合はじゃんけんなどで）を

決めてください。その後は指定時間までフリー

トークしてください。
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アイスブレイク解説３

【防災教材としてのポイント】

・神経衰弱というシンプルなルールは誰もが分かりやすく、

説明や理解の手間が省けます。

・カードをめくる課程で、用語や要点を繰り返し確認するの

で、楽しみながら復習または予習できます。

・「災害カード」でシャッフルされるので、記憶力が良い人

だけが勝ち続けることもなく、みんなが楽しめます。

・頻繁に災害カードを引くと、班の中で何とかカードを合わ

せようと「助け合い」が生まれることがあります。

・「災害は繰り返し起きる」、「起きる頻度や対応力には差

がある」といった自然災害の特徴も体験的に理解できます。

・カードの内容を変えれば、どんな学習にも使えます。
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シンプル(≠イージー)・イズ・ベスト

知識や経験がたくさんあると「あれもこれも」となってしまいがち。一度
に学べる内容は限界があります。１つのテーマ、１つの目標を意識して。

プログラム開発で陥るワナ
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http://www.shakeout.jp/



□自分の可能な範囲の知り方、気付き方

「自分の知識や経験」は大事ですが、防

災教育の対象がその全てを受け入れられ

る訳ではありません。

「自分の可能な範囲」とは「知識や経験

の多さ」ではなく「知識や経験の中から、

対象に必要なものを探し出す選択肢」の
ことです。
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□関係者との信頼関係を築く心構え

学校・家庭・地域における

防災教育のあり方を理解し

状況に応じた適切な関わり

方を考えよう。
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特別支援

要配慮者

公民館

防災対策

学校,家庭,地域で「助け合う」防災教育

防災管理 防災教育

地域防災計画

都道府県・市区町村文部科学省

各教育委員会 各防災・危機管理課

学校安全計画

児童・生徒教員・職員

防災教育に外部人材
や地域を巻き込む

校務分掌と意識啓発
で、過負荷を回避

学校

自主防災

地域

行政・民間 市民・町会

地域防災計画に基づ
く各種の行政的対策

知恵や技術を持つ
市民の防災教育参画

連携のポイント

保護者

避難所防災ﾏﾆｭｱﾙ 地域特性
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改めて考える防災教育の必要性

19提供：釜石市立釜石東中学校、防災教育チャレンジプラン実行委員会



東京都教育庁(2011)「助け合う防災教育」

20



主体性、課題意識、地域連携の効果

21
平成28(2016)年10月10日付日本教育新聞1面

• 調査の対象となったのは当時、
釜石東中学校の２年生生徒１１名

• 震災前の防災教育で印象に残って
いるものをインタビューすると

（１）学習のまとめ「てんでんこ
レンジャーDVD作成」１１名

（２）防災ボランティースト ８名

と回答。

• 『学習の主体性、課題意識の向上、
学外や社会への展開』が含まれる
内容が印象に残っている。

• 「自分たち自身で考える機会が
あったから身についていた」

記事画像
削除



手法の例と注意事項
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以下の手法を使えば「主体的・対話的で深い学び」につながるとは限りま
せん。テーマや伝え方、説明の方法、成果確認、改善を常に意識します。

手法に囚われすぎないように

班・チームに分かれて行う、一般的によく行われている学習方法グループ学習型

特定の意見・主張に寄り、ディスカッションを通じて学びを深める討論型

明確な課題(テーマ)に対するアプローチ、伝え方の違いから学ぶ
プレゼン

テーション型

施設やイベントでの体験から様々な気付きを得て学びにつなげる体験学習型

課題やテーマ設定の発見から入り、解決策を考える（実行する）問題発見解決型



・自主性、多様性の尊重
・学修目標やルールの明確化
・評価、判断基準の明示

アクティブ・ラーニングの課題

「主体的・対話的で深い学び」を促す指導法を指導者がどのように身につ
けていくか、多様性や評価方法をどう児童生徒に伝えるかが課題に。

どのように”学び”を引き出すか
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・要点を押さえた、体系的で効率
的な教育研修の実施

・授業方法の研究実践機会の提供



☑関係者との信頼関係を築く心構え

学校、家庭、地域、企業をはじめ防災教
育関係者の立場は様々です。理想論では
理解や協力を得られないこともあります。

コーディネーターが関係者との信頼関係
を築くには、自分の意見や考え、やり方
を「押し付ける」のではなく、状況
（テーマ、実施環境、対象,予算など）、
要望に応じて適切な手法を選択する、講
師を紹介するといった配慮が必要です。
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□相手の立場を尊重した防災教育実践

効果的で継続的な防災教育

実践に必要な要素を理解し

常にチェックしよう。
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地域における防災教育実践の五箇条

1.地域の特性や問題点、過去の被災経験
を知ること。

2.まずは行動し身をもって体験すること。

3.身の丈にあった取り組みとすること。

4.様々な立場の関係者と積極的に交流す
ること。

5.明るく、楽しく、気軽に実行すること。
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地域における防災教育実践のポイント

28

検索 [ 地域における防災教育の
実践に関する手引き 概要 ]



☑相手の立場を尊重した防災教育実践

相手の立場を尊重するためには、相手の

ことをよく知らなければなりません。

「誰が担い手か」、「キーパーソンは」、

「予算・経費は」、「時間は、場所は」、

「地域特性は」など、実践で重要なポイ

ントを意識してチェックしておくと、

相手に「自分たちのことを考えてくれて

いる」と思ってもらうことができます。
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プログラム開発手法の基礎知識

「目標を明確にする力」を
身につけ、個々の防災教育

実践の質を高めよう。
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プログラム開発手法の基礎知識
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学習成果と目標行動の関係

32

学習成果 具体例 目標行動

言語
情報

名称や単語などの指定
されたものを覚える

気象情報や避難情報の名
称、意味を説明できる

言う，書く

運動
技能

体の一部や全体を使う
動作や行動

心肺蘇生法やAEDを正し
く実行できる

行う，実演する

知的
技能

ルールや原理，概念を
理解して新しい問題に
適用する

警報の意味を正しく理解
し、状況に応じて適切な
安全行動を選択できる

区別する，選ぶ，
分類する，例を挙
げる,つくりだす

認知的
方略

学び方や考え方を意識
して工夫・改善する

災害危険箇所を確認する
ためにまち歩きをしたり
ハザードマップを見る

採用する

態度
個人の選択や行動を
方向づける気持ち

防災講話を聞いて、家庭
や学校で、防災活動に取
り組む意欲を示す

選ぶ，～しようと
する，～しないよ
うにする
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前提条件
授業において学習目標を達成するために、学習者があらかじ

め身につけておくべきことは何か。

関連知識
学習者がこれから学習する内容や関連する内容ついて、どの

程度知っている（経験している）のか。

学習意欲
授業に対する学習者の学習意欲はどの程度か。興味はあるか、

やりがいはあるか、自信を持てるかなど。

学業/知的
レベル

学習者の学校・授業における学業成績や、防災教育・訓練・

イベントに求めるレベル(専門的⇔分かりやすさ)など。

学習方法
の好み

講演形式、グループ学習、実技訓練などの好み，利用するメ

ディアの好みなど。これまでにどれが成功したのか。

特徴
学校、地域の全体的な特徴（雰囲気や，他と特に異なる点な

ど），学習(実践)進度のばらつき度合いなど。

目標設定のために把握すべき項目



防災教育（授業）の成果確認
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授業

事後テスト
（合格かどうか）

事前テスト
（必要があるか）

前提テスト
（資格があるか）

時間

到達度

授業前 授業後

前提条件

学習目標

責任
範囲



観点別評価の整理と授業の進め方
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「主体的に学習に取り組む態度」を、どのように学習目標、指導目標、防
災教育の中に取り入れていくか。

学習評価の見直しで変わる授業

関心・意欲・態度
思考・判断・表現
技能
知識・理解

知識・技能
思考・判断・表現
主体的・対話的で
深い学び

目指す授業の在り方（中央教育審議会）
① 問題発見・課題解決を念頭に置いた学びが実現できているか。
② 他者との協働などを通じて対話的な学びが実現できているか。
③ 自分の学習活動を振り返り、次につなげる主体的な学びが実現できて
いるか。等

変
わ
る
評
価
の
観
点



数値化できないものを評価するには

36

学習指導要領等では「教師の裁量」は最大限認められる代わり「どうやる
か」より「何のために＝目標を明確にする力」と評価が重要になる

目標と評価はセットで考える

単元毎に各観

点をABCの3

段階で評価

単元毎のABC

を積み上げ、

得点化

ABCの総数(得

点)平均値から

5段階評定

観点別評価の手法例
評価＝授業実践を含め、日常的に行いフィードバックすること
評定＝テスト等の結果を基準に従って点数をつけること

大西俊宏「高等学校における観点別評価について」より作成

http://www.math.ryukoku.ac.jp/~t-onishi/sj250211.pdf

http://www.math.ryukoku.ac.jp/~t-onishi/sj250211.pdf
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分析

Analysis

設計

Design

開発

Development

実施

Implement

評価

Evaluation

必要に応じて改善
Revise as needed

防災教育だけでなく、防火防災計画、避難
所運営マニュアル、地域(地区)防災計画
等の策定・検証に有効な考え方です

授業改善に役立つ「ADDIEモデル」



筆者の防災教育実践「３種の神器」
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何のために
どんな条件で
何ができるか

授業計画
目標設定
改善方法

導入・展開
まとめ
成果確認

プログラムシート
学習指導案
＆振り返りシート

授業パッケージ
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訓練前後等の短時間防災教育計画例(神奈川県内沿岸部市町村にて作成・加筆)

低学年 中学年 高学年 中学校

災
害
知
識

身の守り方を知る 自然環境の素晴らしさと、災害の関係を知る 日本列島の特徴、自然
の恩恵、災害とのつな
がりについて知る

□非常ベル,警報音を知る
□非常口等の誘導経路
を知る

□地域の過去の災害
を知る

□ハザードマップを
確認する

□日本の過去の災害
を知る

□今後、想定される災害
を知る

□防災無線の役割を
知る

□防災関係標識を知る

□地震、津波、風水害のメカニズムを知る
□緊急地震速報や津波警報のメカニズムを知る
□防災関係の標識が地域でどこにあるかを知る

安
全
行
動

安全に避難できる 必要に応じて応急処置(,応急手当等)ができる

災害時はまず大人に助け
を求められる

必要に応じて119番、110番通報ができる 初期消火,心肺蘇生
法,AED操作ができる

□安全な避難路を知る
□警報発令時の安全行動
□非常口,経路を確認する

□学内外で、防災無線や緊急地震速報、津波警報
発令時に安全行動をとる

□ハザードマップに基づき安全な場所へ避難する

□周りに声かけするな
ど、避難を促す

地震発生時の安全行動1-2-3「まず低く、頭を守り、動かない」を身に付ける

防
災
意
識

地域の安全・安心に関心をもつ

自宅～学校の安全・安心 家庭・地域の安全・安心 地域の一員として貢献

□災害時の安全、安心を
意識して通学する

□非常持出品を備える
□防災マップを確認

□家庭の安全対策を考え
る

□災害状況をイメージ
トレーニングする

□家族と災害時の行動(安否確認等)を話し合う □避難所運営をシミュ
レーションする

行
動

□紙食器、紙スリッパ等をつくってみる
□携帯トイレや応急トイレ（新聞紙・ビニール袋を使う）の使い方を知る

□少量の水での調理(エ
コ・クッキング)



地域防災教育実践のスタートアップ例

ハードルが低く多数が参加できるイベントをきっかけに、関心・意欲のあ
る方が実践するために必要な知識・技能を伝え、指導にあたってもらう

意識啓発～実践に至る流れ

防災講話/訓練

• 目的の共有、理解

• 関係者の意識啓発

• 地域,学校全体で

指導者研修

• 目標の共有、理解

• 手段の習得、訓練

• 関係地域,学年毎に

防災教育の実践

• 学習者への実践

• 目標達成の評価検証

• 次年度、次回へ

準備段階 準備・実行段階 実行・継続段階
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事例）家庭内の危険箇所を確認する
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事例）家庭内の危険箇所を確認する
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事例）家族構成に合わせた備蓄品
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事例）災害時のコミュニケーション
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事例）教科横断型の防災教育

45
田辺市立新庄中学校「新庄地震学」
防災教育チャレンジプラン成果物カレンダーより



事例）都立高校初の「防災学」指導項目案

46

諸事情により現時点では公開できません。今後、指導項目及び指導案等は、順次公
開予定です。今しばらくお待ちください。



代表的な防災教育教材・プログラム

目標や発達段階、環境に

応じた、適切な教材や

プログラムを活用しよう

47



防災教育で役立つ教材、プログラムの例

・防災教育教材「避難行動訓練EVAG（豪雨災害編）」 （国土防災技術株式会社）
・神経衰弱型教材「まちのBOSAIマスター」（NPO法人住まいる研究会）
・災害対応カードゲーム教材「クロスロード」（チームクロスロード）
・防災すごろくゲーム「GURAGURA TOWN」（NPO法人プラス・アーツ）
・防災カードゲーム「なまずの学校」（NPO法人プラス・アーツ）
・防災カードゲーム「シャッフル」（NPO法人プラス・アーツ）
・避難所運営ゲーム「HUG」 （静岡県）
・「障害者の災害対策チェックキット」(国立障害者リハビリテーションセンター研究所)
・災害状況イメージトレーニングツール「目黒巻」（東京大学生産技術研究所目黒研究室）
・災害対応シミュレーションゲーム「ダイレクトロード」（神戸市消防局）
・学校向け教材「うさぎ一家の防災グッズえらび」（防災教育普及協会）
・学校向け教材「災害状況を想像する力を身につけよう」（防災教育普及協会）
・学校向け教材「災害時のコミュニケーションを学ぼう」（防災教育普及協会）
・学校向け教材「災害時のトイレアクションを考えよう」 （NPO法人日本トイレ研究所）
・幼児向け防災教育用カードゲーム「ぼうさいダック」（一般社団法人日本損害保険協会）
・小学生向け防災教育プログラム「ぼうさい探険隊」（一般社団法人日本損害保険協会）
・防災教育教材『カードで学ぶ非常持出袋』～大学生が考えた防災教育教材～(神戸学院大学)
・iPadを使った防災教育アプリ「スキナのセレク島」シリーズ（パステルハートプロジェクト）
・気象庁ワークショップ「経験したことのない大雨、その時どうする？」
・日本赤十字社による防災教育用教材、資料等
・「地域における防災教育の実践に関する手引き」（一般社団法人防災教育普及協会)
・防災ビンゴ（東京臨海広域防災公園）
・東京防災及び防災ノート小学校～高校版（東京都）
・総務省消防庁「チャレンジ！防災48」 など

48

弊会は記載した全ての教材に
ついてイベント、授業等で実践
経験のあるスタッフが指導法や
コツをアドバイス致します！

http://www.jce.co.jp/business/research_dev/07/index.html
https://www.kousumaken.jp/
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/torikumi/kth19005.html
http://www.plus-arts.net/
http://www.plus-arts.net/
http://www.plus-arts.net/
https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/seibu/hug/01hug-nani/01hug-nani.html
http://国立障害者リハビリテーションセンター研究所/
http://risk-mg.iis.u-tokyo.ac.jp/meguromaki/meguromaki.html
http://www.city.kobe.lg.jp/safety/fire/firehouse/nada/directroad.html
http://www.bousai-edu.jp/
http://www.bousai-edu.jp/
http://www.bousai-edu.jp/
http://www.toilet.or.jp/
http://www.sonpo.or.jp/protection/bousai/duck.html
http://www.sonpo.or.jp/protection/bousai/duck.html
http://www.kobegakuin.ac.jp/~gakusai/bosai/html/katudo.html
http://www.ph-project.org/?page_id=8
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jma-ws/
http://www.jrc.or.jp/activity/youth/prevention/
http://www.bousai-edu.jp/info/2015/1215004832.html
http://www.metro.tokyo.jp/INET/OSHIRASE/2015/09/20p9a200.htm


グループ学習型教材の紹介

目標・目的、対象者が明確になっていれば、既存の”型”にあてはめ、類似
の事例で使われた教材やプログラムを活用することで負担を減らせます。

“型”=教材を活用して負担減

49気象庁

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議



ICT機器を用いた防災教育の実践

iPadアプリ「まもるリュック」や「スキナのセレク島シリーズ」他、発達
障害など配慮が必要な児童生徒、特別支援学校等で活用できます。

ICT機器(iPad等)を使った学習

学習上の支援機器等教材研究開発支援事業実施機関、女子美術大学を中心とする

チームで作成、各アプリケーションは無料でダウンロードできます(AppStoreのみ）。
50



教材例：映像教材の活用

文科省選定作品
教育委員会、

各種ライブラリ等
でレンタル可能

51



手段としての指導案・教材と展開例

「地域における防災教育の実践に関する手引き」参考資料4-5には、様々
な防災教育教材や訓練プログラムが掲載されています。ご活用ください。

「～手引き」の教材を活用

52



防災教育実践例、教材の体験・紹介

防災教育チャレンジ
プランホームページ

で優秀事例
について公開中

弊会と東京臨海
広域防災公園で
防災ゲームの
体験会を実施

53



防災ゲームDay2017inそなエリア東京

54

２０１７年７月２日（日）終日
東京臨海広域防災公園 そなエリア東京にて開催予定！
出展・発表等を募集します。ぜひご参加ください。



ご参加いただきありがとうございました
皆様のご活躍を心より祈念申し上げます

http://www.bousai-edu.jp/
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防災プログラムづくりのメモ

56

養成塾第2回午後には「小学校6年生を対
象とした防災プログラムづくり」のグ
ループワークが行われました。
※グループワークの内容については、個別にお問い
合わせください。

・対象は小学校6年生35名
・メインテーマは「共に生きる」
・具体的な防災教育ははじめて
・事前に地震防災についての授業を45分
で実施しており、その次の45分

・授業参観日なので保護者とのつながり
が欲しい

・2週間後に行う避難訓練につなげたい
・後期（9月以降）には、調べ学習を
実施する

といった条件が指定されました。写真は
条件から先生・管理職の要望をイメージ
して、ラフ案をまとめたものです。字が
ヘタで見づらいのはご容赦ください。



防災教育コーディネーターとしての”心の声”

・具体的な防災教育がはじめてで不安もあるはず。他校での事例や成果が明らか

な、安定感のあるプログラムを考えようかな。

・メインテーマが「共に生きる」なので、地域で生きる人や家族・友だちなど、他

者に目線や思考を向けられるような工夫が必要だろう。

・授業参観はあまり気にしない。主役はあくまで生徒。保護者は生徒の姿を見守

り、家庭で話題にあがるくらいでいい。強制はトラブルのもと。

・家庭連携や訓練、調べ学習につなげたいなど、要望が多いのは熱心さの証。面倒

だと思っていたらこんな要望は出してこない。２コマのうち１コマは先生が指導

していることからも、先生のやる気を活かす内容を提案したい。詳細な指導案を

出して背中を押せばいけるか!? あまり出しゃばらないほうが今後のため。

・訓練や調べ学習は学びを深める絶好の機会。やる気が感じられる。地域に生きる

人の多様性に視点や思考が向けば、訓練や調べ学習のテーマにつながるだろう。

・地震から身を守った後のことで、かつ多様性を意識できるテーマで、かつ小学生

にもできることがあるのは…「災害時のトイレ」だろう。
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防災学習プログラムづくり提案資料

58

前ページのラフ案の表面です。こちらで
プログラム案を作成しています。

筆者は防災教育で「何が必要か」よりも
「この環境で何ができるか、何が求めら
れるか」を先に考えます。本件は先生・
管理職からの要望がいろいろとあります
ので、その要望に応えられる内容である
ことが大前提だと考えます。

「実際に必要なこと」や「大切なこと」
はいろいろあるのは分かりますが、コー
ディネーターに求められるのは理想論を
押し付けることではなく、現実的で無理
のない、調整・提案だと思います。

今回は「災害時のトイレ」で地域多様性
（共に生きる）、家庭連携、避難訓練や
調べ学習への展開という要望をクリアす
る内容を提案してみます。



ワークショップのようす
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防災学習プログラムづくり発表用資料
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災害時のトイレアクションは、NPO法人日本
トイレ研究所が作成したプログラムですが、
それを本件用にアレンジしたものになります。
詳しくは弊会ホームページをご覧ください
（文末URL）。
トイレは誰にでも関わる問題であることから、
地域の多様性（共に生きる）ことにつなげま
す。避難訓練ではこうした多様な人たちのこ
とを意識して、教員が車イスを使ったり高齢
者に扮して生徒に避難支援してもらうのもよ
いですね。調べ学習ではトイレや要配慮者を
テーマに入れられるでしょう。
なお家庭との連携は慎重に行います。「家族
と話そう」などを強制することは避けたほう
が良いですし、現場の先生からしても調整が
大変でしょう。今回は授業参観ですからむし
ろ保護者に「児童が一生懸命考えて学ぼうと
している」姿勢を見せてあげることが何より
だと思います。「ご家庭でもトイレについて
考えてください」と添えるくらいで充分です。

http://www.bousai-edu.jp/info/kyouzai-toire/



ご覧いただきありがとうございました

• 本資料は2016年度中越防災安全推進機構主催「防災教
育コーディネーター養成塾」第２回で使用した講義スラ
イドを公開用に編集したものです。

• 本資料に記載の内容は、筆者の個人的な見解であり、組
織の意見を代表するものではありません。

• 本資料に記載の内容の転載、再配布は使用者の責任にお
いて行ってください。

• 講義スライドの内容を補足するための「講義メモ」も公
開しています。講義スライドだけでは内容を理解するこ
とが難しいため、講義メモも併せてダウンロードしてご
確認いただくことをお勧めします。

• その他、ご不明な点やご要望、詳細な解説が必要な場合
は『防災教育普及協会』にお問い合わせください。
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